
	小学校外国語活動 4年｜Let's Try! 2 Unit 1 対応
せかいのあいさつリレー
	（　）組　なまえ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 



	領域・形態・時間
	話すこと｜クラス全体（列ごと）｜10〜15分

	ねらい
	いろいろな言語のあいさつを、列でリレーしてつなぐ。チームで声をそろえるうちに8つのあいさつの音がたまる。


　やり方　　この流れでやってみよう
	1
	Make teams (rows).
列 (れつ)ごとにチームになる


	2
	Look at the card.
先生 (せんせい)が先頭 (せんとう)の人 (ひと)にカードを見 (み)せる


	3
	Pass the greeting!
そのあいさつを、うしろの人 (ひと)へじゅんばんにリレー（ニーハオ→ニーハオ→…）


	4
	Last in each row: stand up and say it together!
さいごの人 (ひと)は立 (た)ってまつ。ぜんぶの列 (れつ)がそろったら、いっしょに言 (い)ってゴール！


　リレーのことば　　この8つがカードになっているよ
	Hello!
	こんにちは
	ニーハオ
	アンニョンハセヨ

	ボンジュール
	グーテン ターク
	ナマステ
	ジャンボ


ジェスチャーもいっしょにリレーしよう（おじぎ・合掌 (がっしょう)・手 (て)をふる…）
	ルール
①声 (こえ)は「つぎの人 (ひと)にきこえる大 (おお)きさ」で（さけばない）　②いいまちがえても、そのままつなぐ（ふしぎな音 (おと)になっても、それもおもしろい）　③さいごの人 (ひと)のゴールは、チーム全員 (ぜんいん)ではくしゅ


	☆レベルアップ！
レベル2は「ミックスリレー」！ 1人 (り)ずつ ちがうあいさつでつなぐ（前 (まえ)の人 (ひと)とおなじのは禁止 (きんし)）。カードを見 (み)ながらでOK。



 
	小学校外国語活動 4年｜Let's Try! 2 Unit 1 対応
せかいのあいさつリレー〔先生用メモ〕



児童に配るのは、この前のページまでです。このページから先は先生の手元に置いてください。
	 
	先生へ（運用のコツ・中間指導）
・伝言ゲームと違い「聞こえる声でリレー」する（ひそひそ伝言にすると発音がくずれて学習にならない）
・言い間違いの変化も楽しむ空気で。ゴール後に「正解の音」をカードで確認すれば、間違いも学びになる
・はやさはくらべない（かち・まけをつけると声がさけびになり、音がくずれる）。列の人数がそろわないときは、先頭の子が2回言う 


英語教材ラボ 小学校版　https://eigo-kyozai-lab.com　—　学校・授業での利用は自由です（再配布・販売はご遠慮ください）

